
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

親から事業を継承したが圃場の場所がいまいち把握しきれない・・・ 

栽培記録のメモはあるが簡単にデータで残して管理や来年の栽培に活かしたい・・・ 

などの圃場管理や栽培管理などにお困りの方はいらっしゃいませんか？ 

そんな時は “圃場情報の電子化とクラウドの活用で効率的な営農管理” ができる 

「Z-GIS （ｾﾞｯﾄ・ｼﾞｰｱｲｴｽ JA 全農 営農管理システム）」を使ってみましょう！！ 

            Z-GIS（営農管理システム）とは？            

地図上の圃場の形に合わせて作成したポリゴン（圃場）と Excelで管理した圃場の情報を 

紐づけて管理する営農管理システムです。 

これまで紙（白地図やノート）で管理していた圃場情報をデジタル化できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：農林水産省「農作業中の熱中症対策について」より】 

エクセルのデータを元に圃場を作成し地図にすることができます！ 

色分けも簡単で品種毎などエクセルデータの内容で変更できます。 

 

「栽培記録（耕起・施肥・防除など）」や「収量」で色分けすれば、 

圃場ごとの残草の種類で除草剤を変えたり、収量が低い圃場や地域を

特定したりなど、営農管理が簡単で効率良くできるようになります！ 

 



特定の品種のみ表示した例です。 無人ヘリやドローンでの防除にも活用できます！ 

 

 

 

 

 

         Z-GISは１kmメッシュ気象情報を確認できます！             

1kmメッシュとは… 緯度経度情報をもとに、1km四方で分割した地域メッシュのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

       Z-GISのお試し版は 31日間無料です！ （1回のみ）              

お試し版が終了した後は有料版へのお申込みが必要です。 

■100圃場ごとに 年額 2,640円（税込） 

・クラウドストレージを 100圃場ごとに 1GBまで使用可能 

■登録 2000圃場以上は 年額 52,600円（税込み） 

・クラウドストレージを 20GBまで使用可能 

※上記は一般会員価格【対象者：1.JAの正組合員・准組合員、農業法人、集落営農組織、 

農業生産者、2.JA、連合会（経済連等）】 

特徴や機能、申込みなどの詳細は Z-GISのホームページもご覧下さい。 https://z-gis.net 

Z-GISについてのお問合せは JAこまち 担い手支援課 TEL：73-2244 にご連絡下さい！ 

〝 来春に向けてこの冬に準備を進めてみませんか 〟 

 

      

 

  


